
冬号
2024

Vol.13

鹿児島県農業共済組合広報誌

広
報
誌

冬
号

2024

Vol.
13

〒
890 -0064 鹿

児
島
市
鴨
池
新
町
12番

4
TEL 099-255-6161  FAX 099-255-6190
https://www.nosai46.jp/

発
　
行
／
鹿
児
島
県
農
業
共
済
組
合

発
行
月
／
令
和
６
年
12月

印
　
刷
／
濱
島
印
刷
株
式
会
社

本 所   
南薩支所 
北薩支所 
中部支所
曽於支所

鹿児島市鴨池新町12-4                
南九州市川辺町平山6140             
薩摩郡さつま町轟町13-1
霧島市溝辺町有川2103 
曽於市大隅町月野2253

TEL 099-255-6161                  
TEL 0993-58-3100 
TEL 0996-21-3131
TEL 0995-59-3211
TEL 099-479-3228

肝属支所  
熊毛支所  
大島支所
南大島支所

鹿屋市田淵町1475-5
熊毛郡中種子町野間6410-8  
奄美市笠利町大字中金久162-2   
大島郡伊仙町阿三1379-1

TEL 0994-48-3180                
TEL 0997-27-2278
TEL 0997-63-2442
TEL 0997-86-2389

環境に配慮した「植物油インキ」で印刷しています。 1６

旬菜
レシピ

しゅんさい

旬 の お 気 軽 料 理

ポイント

牛乳と片栗粉を使いとろみを出すので、小麦粉やバターを使っ
て作るクリーム煮とは違い、ダマになりにくいレシピです。
ホウレンソウは、カロテンや鉄を多く含み食物繊維も柔らか
く消化も良いですが、シュウ酸（あくのもと）が多くえぐみを感
じやすいのでたっぷりのお湯で茹でて、あくを抜きましょう。

調理時間 約15分

ホウレンソウと
シーフードのミルク煮

【材料（４人分）】

【作り方】

1 フライパンにサラダ油をひき、みじん切りにした
ショウガを入れ火をつける。
弱火で炒め、香りが立ってきたら生シイタケを炒め
て火を通し、シーフードミックスを入れ全体に油が
回ったら牛乳、お湯で溶いた鶏ガラスープの素を入
れる。

2 ひと煮立ちし全体に火が通ったらホウレンソウを
入れて混ぜ、塩 (分量外) で味を調える。水溶き
片栗粉を回し入れ全体にとろみがついたら 1～2分
煮て、出来上がり。

子育て支援情報誌「クレセール」で野菜が好きに
なるレシピ「ママの晴れごはん」を掲載。

フードコーディネーター
前田  茂子

※吹きこぼれやすいので火加減に注意してください。
※薄味にしてあるのでお好みで塩や鶏ガラスープの素を加減してください。

ホウレンソウ…………… 3～4束（約 400g）
　　茹でて水にさらし軽く絞って4cm幅に切る
生シイタケ……………… 4枚
　　厚めのそぎ切りにする

シーフードミックス …… 200ｇ
　　水で洗い塩（少々）と酒を振る
　　　塩 ……………… 少々
　　　酒 ……………… 大さじ1

サラダ油………………… 大さじ1
みじん切りショウガ …… 小さじ1＋1/2 
牛乳 …………………… 600ml
鶏ガラスープの素 ……… 小さじ2
　　お湯（大さじ1）で溶いておく

＜水溶き片栗粉＞
　　片栗粉 …………… 大さじ1＋1/2
　　水 ………………… 大さじ1＋1/2
　　　 片栗粉を水で溶いておく

NOSAI かごしまでは、農業保険や
収入保険を PR するラジオ CMを
放送しています。
ぜひお聞きください。

[ 応 募 方 法 ] ハガキまたはファックス、応募フォーム
で、 ❶住所、氏名、年齢、職業 ❷電話番号 ❸愛読
者プレゼント名称 ❹広報誌「ＮＯＳＡＩかごしま」につい
てのご意見・ご感想・好きなコーナーをお書きのうえ、
ご応募ください。なお、当選者の発表は発送をもっ
てかえさせていただきます。

〒890-0064　鹿児島市鴨池新町12-4　
ＮＯＳＡＩかごしま「愛読者プレゼント」係

ハガキ

ファックス 099‐255‐6190
応募フォーム 右の２次元コードから

応募できます。

愛読者プレゼント
「深蒸し茶セット」
10名様にプレゼント。
奮ってご応募ください。

➡生産者紹介はP２をご覧ください。

※画像はイメージです

１月３１日(金）必着締め
切り

特集特集

※この応募で取得した個人情報は、厳重に管理し、抽選、
　商品発送以外の目的に使用することはありません。

※予告なく内容変更となる場合があります
　のでご了承ください。

毎週水曜日 午前11:06ごろ

ラジオCM放送中!ラジオCM
（田之上さん提供）



わ
た
し
の    
か
ら

手

目次
　「一
つ
一
つ
の
仕
事
に
目
的
を
持
っ
て
き

ち
ん
と
こ
な
す
。
そ
の
積
み
重
ね
が
成
果

と
し
て
表
れ
ま
す
」と
話
す
、
田
之
上
尚
満

さ
ん（
45
）。
曽
於
市
末
吉
町
の
田
之
上

製
茶
で
、
茶
の
生
産
か
ら
加
工
、
販
売
ま

で
を
手
が
け
て
い
る
。

　農
業
高
校
を
卒
業
後
に
、
静
岡
県
に
あ

る
国
立
の
研
究
機
関
、
野
菜
茶
業
試
験
場

（
現
：
野
菜
茶
業
研
究
所
）で
２
年
間
の

茶
業
研
修
を
経
て
、
２
０
０
０
年
に
実
家

で
就
農
し
た
。
も
と
も
と
家
業
を
継
ぐ
気

は
な
か
っ
た
が
、
茶
が
当
た
り
前
に
あ
る

環
境
下
で
次
第
に
将
来
の
就
農
を
強
く

意
識
。「
両
親
の
背
中
を
見
て
力
に
な
り

た
い
と
思
っ
た
」と
話
す
。

有
機
栽
培
へ
の
取
り
組
み

　田
之
上
製
茶
で
は
有
機
栽
培
へ
の
転
換
を

進
め
て
い
る
。
油
か
す
や
魚
粉
な
ど
を
配
合

し
熟
成
さ
せ
た
独
自
の
肥
料
の
使
用
や
、

（左上）「需要が多様化する中で、バランスよく対応していくことが大切」と田之上さん （右上）茶葉の裏を丁寧に観察して病害虫の発生を確認する
（左下）茶畑の隣で白ネギも栽培する。農地は休耕地を譲り受けたもの （右下）パッケージデザインのほとんどを、妻の茜さんが手がけている

薬
剤
に
頼
ら
な
い
病
害
虫
の
防
除
な
ど
有
機

的
な
管
理
に
取
り
組
む
。
有
機
栽
培
を
進
め

る
背
景
に
は
、
緑
茶
ド
リ
ン
ク
の
台
頭
や
、

リ
ー
フ
茶
離
れ
に
よ
る
市
場
価
格
の
低
迷
が

あ
る
。「
燃
料
費
な
ど
の
製
造
コ
ス
ト
の
高
騰

も
重
な
り
、
茶
を
と
り
ま
く
環
境
は
厳
し

い
。
市
場
へ
の
出
荷
だ
け
で
な
く
、
契
約
栽

培
や
海
外
向
け
な
ど
多
方
面
へ
の
販
路
を

確
保
し
、茶
に
付
加
価
値
を
与
え
魅
力
を
伝

え
る
な
ど
広
い
視
野
を
持
っ
て
対
応
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
先
を
見
据
え
る
。

重
ね
た
過
程
の
先
に

　「茶
園
の
見
回
り
に
、ひ
と
晩
で
２
０
０
㌔

走
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」。
５
月
の
一
番

茶
の
時
期
は
、
凍
霜
害
へ
の
対
策
や
茶
樹

の
被
覆
、
収
穫
や
荒
茶
へ
の
加
工
と
一
年

で
最
も
多
忙
な
日
々
を
送
る
。

　そ
ん
な
中
、一
番
茶
を
蒸
し
て
理
想
の

手
触
り
に
な
っ
た
時
が
、
報
わ
れ
た
と
感
じ

る
瞬
間
だ
と
い
う
。「
そ
の
年
の
気
候
や

環
境
に
よ
っ
て
味
や
香
り
が
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
過
程
を
積
み
重
ね
て
、

自
分
た
ち
が
思
う
か
た
ち
に
な
っ
た
時
に
、

苦
し
い
一
年
間
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
う
れ
し

さ
が
こ
み
あ
げ
て
き
ま
す
」と
話
す
。

つ
な
が
り
が
支
え

　　県
茶
業
青
年
の
会
で
会
長
を
務
め
た
こ

と
も
あ
る
田
之
上
さ
ん
。
茶
業
研
修
生
時
代

に
は
、
静
岡
や
三
重
、
京
都
と
い
っ
た
茶
産

地
の
生
産
者
と
も
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
が

で
き
た
。「
紅
茶
の
製
造
を
始
め
る
と
き
に

は
、
大
分
か
ら
友
人
が
駆
け
つ
け
て
指
導
し

て
く
れ
ま
し
た
。県
内
外
に
た
く
さ
ん
の

仲
間
が
増
え
、
気
軽
に
頼
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。人
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
よ
ね
」と

ほ
ほ
笑
む
。

　今
後
に
つ
い
て「
先
代
が
引
き
継
い
で

き
た
地
域
の
農
地
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が

自
分
た
ち
の
責
任
。
こ
れ
か
ら
も
、
消
費

者
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
お
茶
を
作
り
続
け

て
い
き
た
い
」と
意
気
込
む
。

表
紙
紹
介

曽於市末吉町
茶９㌶、白ネギ40㌃、
ショウガ40㌃、高菜25㌃

田之上 尚満さん（45）
たのうえ　 なおみつ

ページ

02
田之上製茶
田之上尚満さん

わたしの手から
表紙紹介

10 NOSAI Farmers
溝口貴也さん
武田裕史さん

06 事業紹介

詳しくはP16へ
深蒸し茶セット（10名様）愛読者プレゼント

TEL：0986‐36‐7080　
Instagram:@tanoue_seicha
ホームページ：https://tanoueseicha.official.ec/

13 YOKATOKO
/かごしまキッズ

12 診療所だより
踏込消毒槽を
設置していますか？

14 NOSAIから
お知らせ

16 旬菜レシピ
ホウレンソウと
シーフードのミルク煮

曽於市末吉町で日本茶の生産から販売まで行う。
三代目の田之上さんの手によって作られた品質の
高い茶は、英国の食品コンテスト「Great Taste」に
入選するなど海外からの評価も高い。

田之上製茶

04
特集

野菜作りは
土づくりから

23 NOSAI かごしまInstagramは、Meta Platforms, Inc.の登録商標です。



石灰や堆肥は適量を

家庭菜園を始めよう特集特集

監修 : 臨床検査研修センター　古江 広治 専門員

　庭先で家庭菜園を始めてみたいけれど、
土づくりについてはよく分からない、という
方も多いのではないでしょうか。
　本格的な冬を迎え、畑が空きはじめるこの
時期は土づくりのチャンスです。今こそ作物が
喜ぶ理想の土について考えましょう。

おいしい野菜作りは畑の土づくりから始まり
ます。上手に土づくりを行い、良い土壌で
家庭菜園を楽しみましょう！

　石灰や堆肥は、たくさんあげればあげるほど
良いというものではありません。自己判断に頼
らず、適量を守るようにしましょう。

面積の小さい家庭
菜園では、石灰や
堆肥を入れすぎる
傾向にあります。
土壌の酸度や栄養
バランスが崩れ、
病害が発生する原
因となり
ます。

団粒化を促すために欠かせないのが堆肥や
腐葉土。程よく投入することで、微生物の
働きが活発になり土がふかふかに！

雑草を見れば畑の状態が分かります。
オオバコやスミレ、ヨモギなどが生えて
いれば酸性土壌の可能性が！

プランターなどで栽
培する場合も同様に、
複数のプランターで
ローテーションを！

団粒構造の土を目指そう
　野菜にとって理想的な土は、「水はけがよく保
水性がある」という、一見矛盾した要素を兼ね備
えている土。これを可能にするのが「団粒構造」
です。土の粒子の適度な隙間が水や空気の通り
道となります。

計画的な輪作で連作障害を回避
　同じ科の野菜を同じ場所で繰り返し栽培する
と、土壌中の成分バランスが偏り、病気や生育
不良になりやすくなります。この「連作障害」を
防ぐには、次作以降は異なる科の野菜を栽培す
る「輪作」が基本です。

土づくりは計画的に
　土の状態にもよりますが、一般的に土を中和
させるのに１カ月程度、堆肥を入れて有機分解
するのに２週間程度必要と言われています。種
や苗を植えるタイミングの約２カ月前から土づ
くりを開始しましょう。

土壌酸度を調整しよう
　日本は雨が多いため、土中のミネラル分が流
されて土が酸性に傾きがちです。そこで、アル
カリ分の多い石灰資材を土に混ぜて、適正な土
壌酸度になるように調整します。野菜によって
適正な酸度は異なるので注意しましょう。

ど
う
し
て
土
づ
く
り
が
大
切
な
の
だ
ろ
う
？

　土
づ
く
り
と
は
、
豊
か
な
収
穫
を
得
る
た

め
に
土
の
状
態
を
整
え
、
土
壌
の
能
力
、
い

わ
ゆ
る「
地
力
」を
保
全
・
向
上
さ
せ
る
こ
と

で
す
。
土
地
の
生
産
力
は
、
栽
培
を
重
ね
る

ご
と
に
消
耗
し
て
い
き
ま
す
。
生
産
の
安
定

化
や
品
質
の
向
上
を
実
現
す
る
た
め
に
、
作

物
に
適
し
た
土
壌
に
改
良
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

地
力
向
上
が
も
た
ら
す
も
の

　
　土
づ
く
り
の
過
程
は
、
自
然
環
境
の
保
全

に
も
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
土
壌
の
構
造

を
改
善
し
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
こ
と

は
、
土
壌
中
の
微
生
物
の
活
動
を
促
し
、
植

物
の
成
長
を
支
え
る
豊
か
な
生
態
系
を
作
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　ま
た
、
土
壌
診
断
に
よ
る
適
正
な
施
肥

や
、
堆
肥
を
活
用
し
た
土
づ
く
り
は
、
環
境

負
荷
の
低
減
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
の
ひ
と

つ
で
す
。
土
そ
の
も
の
の
力
を
最
大
限
に
発

揮
す
る
こ
と
は
、
豊
か
な
収
穫
を
得
る
た
め

だ
け
で
な
く
、
環
境
に
や
さ
し
い
持
続
可
能

な
農
業
を
行
う
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し

ま
す
。

土
づ
く
り
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

　土
づ
く
り
に
は
、①
物
理
性
、②
化
学
性
、

③
生
物
性
と
い
う
三
つ
の
要
素
に
着
目
し
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　ど
れ
か
一
つ
で
も
欠
け
て
し
ま
う
と
健
康

な
土
壌
と
は
言
え
ず
、
化
学
肥
料
の
多
用
や

病
害
の
発
生
な
ど
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
土
の

状
態
を
知
り
、
適
切
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と

が
、
健
康
な
作
物
を
育
て
る
た
め
の
第
一
歩

と
な
る
の
で
す
。

土づくりの３要素

■石灰や堆肥を
　過剰に入れすぎると…

野菜ごとの好適土壌酸度

団粒構造の土 単粒構造の土

pH5.5～ 6.0（中酸性）
サツマイモ、ショウガ、ジャガイモ、ニンニク　など

▲
中
性

酸
性
▼

pH

pH6.5～7.0（微酸性～中性）
エンドウ、ホウレンソウ　など

pH6.0 ～ 6.5（弱酸性）
トマト、ナス、ピーマン、ハクサイ、ネギ　など

pH5.5～ 6.5（中酸性～弱酸性）
イチゴ、キャベツ、コマツナ、タマネギ　など

❷化学性
●酸性度（pH）
●養分量
　（EC[電気伝導度]）

●微生物による有機物の分解
●多様性の維持による病害の抑制

❶物理性
●土壌の硬度
●排水性・透水性・
　通気性

●酸化還元
●微生物の死がい
　からの窒素発生

●団粒構造の
　形成（土の
　やわらかさ）

●土壌の養分
　保持能力

地力地力

Ca過剰

Ca
カルシウム

K過剰

K
カリウム

pHの上昇

鉄、銅、亜鉛、
マグネシウムなどの成分が欠乏

ヒユ科
ホウレンソウなど

アブラナ科
キャベツ、
ダイコンなど

キク科
レタスなど

セリ科
ニンジンなど

土の粒子土の粒子

空気

空気 水

水

出典：「農業技術大系」土壌施肥編（農文協）　安田典夫「土壌pH（診断の基本）」

❸生物性

45 NOSAI かごしま



取片付け費用 失火見舞共済金

特別費用 損害防止費用

３
月

２
月

１
月

12
月

11
月

10
月

９
月

８
月

７
月

６
月

５
月

４
月

※他の保険契約等の支払いにより減額となる場合があります

た
き
火（
枯
れ
草
の
焼
却
等
）

ス
ト
ー
ブ

コ
ン
セ
ン
ト

コ
ン
ロ

火
災
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に

火
災

こ

　住
宅
な
ど
の
財
産
だ
け
で
な
く
命
を
も
奪
う
恐
ろ
し
い
火
災
。
住
宅
火
災
の
発
生
や
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

日
頃
か
ら
取
り
組
む
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

火
災
を
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

・ 

空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
日
や
風
が
強
い
日
は
、
火
を

扱
う
の
を
控
え
る
。

※

廃
棄
物
の
野
外
焼
却
は
、
原
則
と
し
て
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

・ 
調
理
中
は
火
の
そ
ば
か
ら
離
れ
な
い
。（
天
ぷ
ら
油

は
加
熱
を
続
け
る
と
自
然
発
火
し
ま
す
）

・ 

揚
げ
物
調
理
時
の
油
量
は
取
扱
説
明
書
に
従
う
。

・ 

カ
ー
テ
ン
や
衣
類
な
ど
燃
え
や
す
い
も
の
の
近
く
で

使
用
し
な
い
。

・ 

火
を
つ
け
た
ま
ま
給
油
し
な
い
。

・ 

コ
ー
ド
を
ま
と
め
た
り
、
た
こ
足
配
線
を
し
な
い
。

・
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、
不
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

　空
気
が
乾
燥
す
る
と
、
少
し
の
火
の
気
で
大

き
な
火
災
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

暖
房
機
器
を
使
用
す
る
際
に
は
、
火
気
の
取
り

扱
い
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　建
物
共
済
に
加
入
す
る
こ
と
で
、
建
物
や
家

財
へ
の
被
害
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

災
難
に
あ
っ
て
も
早
く
生
活
を
再
建
で
き
る
よ

う
、
事
前
の
備
え
は
必
須
で
す
。

　NOSAI の建物共済（火災共済・総合共済）では、住宅や家財の火災、落雷等の多くの損害に幅広く
補償が受けられます。万が一の事態に備え、加入をご検討ください。

臨時費用担保特約をつけることで
さらに共済金を受け取ることができます

大切な住まいと家財を守る「建物共済」
住まいを取り巻く災害への備え、万全ですか？

　損害共済金と各種共済金に加え、臨時の費用として臨時費用共済金を追加でお支払いします。
また、火災などの事故で契約者等が200日以内に死亡または後遺障害を被った場合にも、加入額の
30％（1 人200万円限度）が支払われます。

臨時費用担保特約をつけてさらなる安心を！

詳しくは、最寄りのNOSAIへお問い合わせください

01
短期補償型
契約期間は１年間。年に１回、
定期的に補償を見直すことが
できます。

火災共済は
落雷も補償対象
火災共済は「火災」だけでなく
「落雷」や「給排水設備の事故に
よる水漏れ（老朽化・腐食を除
く）」等も補償の対象となります。

自然災害には
総合共済
火災共済の補償に加えて、「地
震」や「台風」などの自然災害に
も備える総合共済も選べます。

各種費用共済金
火災等の事故で残存物の片付け
費用が発生する場合に残存物取
片付け費用共済金、全焼となった
場合に特別費用共済金などをお
支払いします。（該当する費用）

各種特約
臨時費用担保特約や小損害実
損てん補特約をプラスして補
償を充実することができます。

臨時費用共済金給付割合20％
1,000万円の加入で全焼した場合

＋ ＋

損害共済金 各種共済金
臨時費用共済金
共済金にプラスして受け取ることが

できます（地震等は除く）

死亡・後遺障害共済金
加入者などが死亡または後遺障害になった

ときに受け取ることができます

1,000 万円
100 万円

（実費または損害共済金の10%限度）
50 万円×被災世帯分
（共済金額の20%限度）

100 万円
（共済金額の10%・200万円限度）

200 万円
（損害共済金の20％・250 万円限度）

該当のとき
（加入金額の30％・１人200 万円限度）

実費を限度として
損害防止・軽減に要した費用

補償
内容例 建物共済加入者の火災による事故棟数

（令和３年～令和５年の県合計）

0

2

4

6

8

10
10 10

５ ５

７
６６

４
3

22
1

コンロ

ストーブ

コンセント たき火

火災の原因はこんなところに…

あなたの
家は大丈夫
ですか？

ポイント 02ポイント

03ポイント 04ポイント 05ポイント

秋
冬
か
ら
春
先
は

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
！

建物共済
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秋冬から春にかけて火災による事故が多発！

(棟)



はい いいえ はい いいえ

収
入
保
険
で
万
全
の
備
え
を

収
入
保
険

青
色
申
告
を
始
め
た
ら

　農
業
経
営
の
発
展
を
図
る
た
め
に
は
、
自
ら
の
経
営
を
把
握
し
客
観
的
に
見
極
め
、
あ
ら
ゆ
る
リ
ス
ク
に

備
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
青
色
申
告
を
始
め
て
、
収
入
保
険
へ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　令
和
７
年
産
を
対
象
と
し
た
水
稲
共
済
の
加
入
申
込
期
間
が
始
ま
り
ま
す
。
経
営
内
容
に
合
う
加
入

方
式
を
選
択
し
、
予
期
せ
ぬ
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
加
入
申
し
込
み
の
受
付
期
間
は
県
内
の
地
区
ご

と
に
異
な
り
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

経
営
に
合
う
加
入
方
式
を
選
び
ま
し
ょ
う

加
入
方
式

小
さ
な
損
害
も
補
償

白色申告の方も、令和７年から青色申告を始めると
令和８年契約の収入保険に加入できます！
スケジュール表で、必要な手続きを確認しましょう

令和８年契約 収入保険の加入・支払スケジュール（個人の場合）

令
和
７
年

２月

３月

〜

10月

11月

12月

１月

〜

12月

１月

２月

３月

４月

５月

６月

令
和
８
年

令
和
９
年

加
入
申
請

保
険
期
間

保
険
金
等
請
求

令和７年３月15日までに
「青色申告承認申請書」を税務署へ提出

▶保険金等の
　請求・お支払い 
令和９年３月～６月頃

▶保険料等の納付期限
〈一括払い〉
令和７年12月末
〈分割払い〉
令和８年８月末

▶加入申請期限
令和７年12月末日

❶青色申告承認申請

農業者

税務署NOSAI

❷収入保険加入申請

　青
色
申
告
の
承
認
を
受
け

る
た
め
に
は
、
青
色
申
告
を

始
め
る
年
の
３
月
15
日
ま
で

に
、「
青
色
申
告
承
認
申
請

書
」を
所
轄
の
税
務
署
へ
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
令

和
７
年
分
の
確
定
申
告
か
ら

青
色
申
告
を
始
め
る
場
合
は
、

令
和
７
年
３
月
15
日
ま
で
に

申
請
し
ま
し
ょ
う
。

　ま
た
、
青
色
申
告
を
始
め
る

年
に
収
入
保
険
の
加
入
申
請
を

す
る
場
合
は
、
加
入
資
格
の
確

認
資
料
と
し
て
、
税
務
署
に
提

出
し
た「
青
色
申
告
承
認
申
請

書
」の
控
え
※
を
ご
提
出
い
た
だ

き
ま
す
。

※
税
務
署
で
は
、
令
和
７
年

１
月
よ
り
書
類
の
控
え
へ
の

収
受
日
付
印
の
押
な
つ
が
廃
止

さ
れ
ま
す
。
ご
自
身
で
控
え
の

作
成
、
提
出
年
月
日
の
記
録
を

お
願
い
し
ま
す
。

申請書申請書

控
営農
計画

（控え）

例えば、
・最高65万円（簡易な方式では10万円）の特別控除がある
・家族従業員の給与額を必要経費に算入できる
・損失額の繰越し及び繰戻しができる
などのメリットがあります。これらの特典を最大限、
活用していくことが大切です。

□ 令和８年青色申告決算書の提出
□ 保険金等請求関連の書類作成・提出

□ 「青色申告承認申請書」控えの提出
□ 令和８年の営農計画を作成・提出

□ 令和７年青色申告決算書の提出
□ 必要に応じた連絡

青色申告の手続き

収入保険に必要な手続き

補償の対象となる災害は？

お助けフローチャート ～あなたにぴったりの加入方式を選ぼう！～

上記災害のほか、冷害、病害、虫害、ひょう害、火災、地震、噴火、地すべり、その他気象上の原因による災害
ただし、加入者が通常すべき管理その他損害防止の義務を怠ったときは、共済金の減額または支払対象外となる場合があります。

青色申告をしている

収入保険

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ
▶加入スケジュールは9ページへ

農林水産統計により
収穫量を把握

現地評価等により
収穫量を把握

伝票により
出荷量を把握

伝票により
等級・出荷量を把握

品質方式 全相殺方式※1 半相殺方式 地域インデックス方式※3

実態に合った補償内容 県内加入率No.1※２ 統計単収が基準に収量＆品質の充実補償

※1 「全相殺方式」は、収穫量を帳簿などで確認できる白色申告者も加入できます。
※2 本県における令和６年産の水稲共済加入者の引受方式選択率を基礎とします。
※3 基準収穫量および共済金の算定には統計単収を用います。加入者ごとの被害状況は加味されませんのでご注意ください。

全損被害と認められたほ場に対し、基準
収穫量の７割（最高補償割合選択時）の
共済金をお支払いします。

一筆全損特例
50％以上の減収と認められたほ場に
対し、基準収穫量の２割（最高補償割合
選択時）の共済金をお支払いします。

一筆半損特約

　加
入
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い
て

も
、
期
限
ま
で
に
共
済
掛
金
の
納

入
が
な
い
場
合
、
共
済
関
係
が
解

除
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　加
入
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
管
轄

の
支
所
よ
り
、
郵
送
等
で「
加
入

申
込
書（
兼
）変
更
届
出
書
」を
お

届
け
し
ま
す
。

　内
容
を
ご
確
認
の
う
え
、
期
限

内
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

令
和
７
年
６
月
末
日

早
期
水
稲

令
和
７
年
７
月
末
日

普
通
期
水
稲

掛
金
納
入
期
限

継
続
加
入
さ
れ
る
方
へ

お願いお願い 重要

スタート

・営農計画変更の連絡
・事故発生の連絡
　    【つなぎ融資】の手続きへ

令和９年３月15日までに確定申告
青色申告の手続き

収量減少や価格低下など、さまざまな
リスクによる収入減少に備えたい 出荷実績をもとに加入したい

直近５カ年程度の
出荷実績を用意できる

収量減少だけでなく、品質低下による
被害も補償してほしい

地域全域に及ぶ被害だけでなく、
戸別の被害も補償してほしい　　

一部のほ場が大きな被害を受けてしまわないか心配 という方には…

ほ場ごとの被害も補償する 特例・特約 で安心をプラス！
すべての加入方式に標準付加 わずかな掛金負担で補償拡充 水稲耕作地が

複数ある方に
おすすめ！
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農作物共済

NOSAI かごしま

収入保険

青色申告にはどんなメリットがある？

鳥獣害

Q

A

風　害 水　害 干　害

よくある

ご質問

お早めに
ご連絡ください！



苦
し
い
時
期
が
あ
っ
た
と
い
う
。
ど

う
に
か
立
て
直
し
た
い
一
心
で
、
対

策
を
一
つ
ず
つ
勉
強
し
、
観
察
を
徹

底
す
る
な
ど
作
業
を
見
直
す
こ
と

で
課
題
を
克
服
し
た
。「
そ
の
時
の

悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、
今
も
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
」と
笑
う
。

　近
年
は
農
薬
や
動
力
光
熱
費
な

ど
が
値
上
が
り
し
て
い
る
。
経
営

改
善
に
取
り
組
み
、
特
に
、
農
薬

の
使
用
量
を
少
し
で
も
抑
え
る
た

め
、
害
虫
を
捕
食
す
る
天
敵「
ス

ワ
ル
ス
キ
ー
カ
ブ
リ
ダ
ニ
」な
ど

を
活
用
。
農
薬
散
布
や
防
除
に
か

か
る
手
間
を
削
減
し
て
い
る
。

「
駆
除
が
難
し
い
害
虫
も
天
敵
で

駆
除
で
き
ま
す
」と
話
す
。

増
収
へ
意
欲

　「農
業
は
大
変
な
仕
事
で
す
が
、

家
族
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
で
き
て

い
ま
す
。
少
し
で
も
収
量
を
上
げ

て
、
よ
り
安
全
で
、
お
い
し
い
ピ
ー

マ
ン
を
作
れ
る
よ
う
、こ
れ
か
ら
も

努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
」と
意
欲

を
見
せ
る
。

新
規
就
農
者
を
募
集
し
て
い
る

こ
と
を
知
り「
一
大
産
地
の
鹿
児

島
で
、
自
ら
の
手
で
ピ
ー
マ
ン
を

育
て
て
み
た
い
」と
Ｉ
タ
ー
ン
就

農
を
決
意
。
４
年
間
の
研
修
を

経
て
、２
０
０
８
年
に
就
農
し
た
。

経
営
改
善
に
着
手

　就
農
当
初
、
病
気
が
発
生
し
て

思
う
よ
う
に
収
量
が
上
が
ら
ず
、誘引作業に取り組む武田さん

課
題
克
服
し
前
進 

「屋久島は雨が多いので、しっかり管理していきたい」と溝口さん

安
定
生
産
へ
向
け
模
索

　令和６年３月に骨折をして、収穫が思うよ
うにできませんでした。収入が大きく下がり
困っていたところ、つなぎ融資を受けること
ができ、非常に助かりました。

収入保険に加入して良かったことは？
　近年の異常気象は、自然災害やその
他の外的要因により、どんな被害が起
きるか分かりません。もしものリスク
への備えとして加入をおすすめしま
す。安心して農業に取り組めますよ。

加入を悩んでいる方へ

経営の後ろ盾に安心感

加入のきっかけは？
　土壌診断を毎年してもらって
います。肥料がどれくらい足り
ないかなどが、一目瞭然なので
とても助かっています。

加入してよかったことは？

経営継続の一助に

NOSAI Farmers

県 内で 活 躍 する農 家さん をご 紹 介します！

 ノーサイ ファーマーズ

武田 裕史 さん  （46）

肝付町新富

[ 経営内容 ]ピーマン24㌃

たけ だ ひろ し

溝口 貴也さん （52）

屋久島町

[ 経営内容 ] パッションフルーツ９㌃、
　　　　　 ジャガイモ１㌶、他１.６㌶

ぐち たか やみぞ

　近年の異常気象や大型台風などの自然災害
が心配で加入しました。被害に遭った後に、
自己資金だけでハウスを復旧するのは難しい
ですが、共済金で補てんされるので、安心し
て農業ができています。

　「工
夫
し
な
が
ら
ピ
ー
マ
ン

栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

と
話
す
、
肝
付
町
新
富
の
武
田

裕
史
さ
ん（
46
）。
２
名
の
従
業

員
と
ピ
ー
マ
ン
24
㌃
の
栽
培
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　兵
庫
県
出
身
の
武
田
さ
ん
は
、

学
生
時
代
を
鹿
児
島
県
で
過
ご

し
た
後
に
、
群
馬
県
で
就
職
し

た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
肝
付
町
で

収
穫
時
期
を
分
散

手
探
り
で
の
挑
戦

　以
前
は
収
穫
の
ピ
ー
ク
が
冬

場
に
集
中
し
、
繁
忙
期
は
休
み
な

く
作
業
に
追
わ
れ
る
と
い
う
課
題

も
あ
っ
た
。
少
し
で
も
作
業
時
期

を
分
散
し
よ
う
と
、
夏
場
に
収
穫

で
き
る
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
を

21
年
か
ら
栽
培
し
て
い
る
。

　今
作
は
、
春
先
の
雨
の
多
さ

に
悩
ま
さ
れ
た
と
い
う
。「
土
や

水
の
管
理
次
第
で
果
実
の
付
き
方

が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
収
量
を
増

や
し
、
よ
り
お
い
し
く
作
る
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
日
々
模
索

し
て
い
ま
す
」と
話
す
。

地
元
で
の
販
売
に
力
注
ぐ

　今
後
に
つ
い
て「
栽
培
方
法
な

ど
を
勉
強
し
、
品
質
の
良
い
パ
ッ

シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
作
り
に
励
ん

で
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
雇

用
を
増
や
し
て
地
元
販
売
に
も

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」と
意
気

込
む
。

農
指
導
員
と
し
て
働
い
て
い
た

溝
口
さ
ん
。
２
０
０
９
年
に
父

が
離
農
す
る
こ
と
を
き
っ
か
け

に
就
農
を
決
意
し
た
。「
職
業

柄
、
農
業
の
知
識
は
あ
り
ま
し

た
。
た
だ
、
農
家
に
指
導
す
る

こ
と
と
、
実
際
に
農
業
を
営
む

こ
と
で
は
勝
手
が
全
く
違
い
、

戸
惑
い
ま
し
た
」と
当
時
を
振

り
返
る
。

　「自
分
が
育
て
た
パ
ッ
シ
ョ
ン

フ
ル
ー
ツ
を
食
べ
た
お
客
さ
ん

か
ら
、『
お
い
し
い
』と
言
っ
て

も
ら
え
る
こ
と
が
う
れ
し
い
」と

話
す
、
溝
口
貴
也
さ
ん（
52
）。

屋
久
島
町
で
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ

ル
ー
ツ
９
㌃
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ

１
㌶
、
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
15
㌃

な
ど
を
栽
培
し
て
い
る
。

　就
農
す
る
前
は
、Ｊ
Ａ
の
営

NOSAI FarmersNOSAI Farmers
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療所診
だより

２億個

長靴の洗浄方法によって、菌の残留数
が大幅に減少したという実験結果も
あります。

YOKATOKO かごしまの
魅力を発見‼
かごしまの
魅力を発見‼

ヨ　　カ　　ト　　コ

豊
か
な
自
然
の
恵
み
に
感
謝
を

所在地：与論町古里79-1
電話番号：090-7208-8295
定休日：水・日
営業時間：11：00～16：00
Instagram:@pique_nique1982

薬草カフェ Pique*nique

　
与
論
町
古
里
の
カ
フ
ェ「
薬
草
カ
フ
ェ

Ｐ
ｉｑ
ｕ
ｅ
＊
ｎ
ｉｑ
ｕ
ｅ
」で
は
、
与
論
島
に

自
生
す
る
オ
オ
イ
タ
ビ
や
月
桃
な
ど
の
薬
草

を
使
用
し
た
手
作
り
の
料
理
が
楽
し
め
る
。

　
料
理
に
は
国
産
や
九
州
産
の
食
材
を
選

び
、
化
学
調
味
料
を
使
わ
な
い
素
材
の
持
ち

味
を
大
切
に
す
る
調
理
を
心
が
け
て
い
る
。
店

主
の
佐
藤
留
美
さ
ん（
42
）は「
手
で
作
る
も
の

に
は
愛
が
宿
る
」と
話
し
、
時
間
と
手
間
は
か

か
る
が
一
つ
一
つ
手
作
り
し
て
い
る
。
看
板
メ

ニ
ュ
ー
は
、
薬
草
を
生
地
に
練
り
込
ん
だ
パ
ン

ケ
ー
キ
や
ス
ム
ー
ジ
ー
、ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
な
ど
。

　
２
０
２
０
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
同
店
。

佐
藤
さ
ん
の「
ピ
ク
ニ
ッ
ク
感
覚
で
行
け
る
お
店

に
し
て
い
き
た
い
」と
い
う
思
い
が
店
名
に
込
め

ら
れ
た
。
外
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
食
事
が

で
き
る
よ
う
に
テ
ラ
ス
席
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　「
私
た
ち
は
、
多
く
の
豊
か
な
自
然
の
恵
み

に
囲
ま
れ
て
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
再

認
知
し
て
ほ
し
い
。
お
な
か
も
、
心
も
満
た
さ

れ
た
い
方
に
ぜ
ひ
御
来
店
い
た
だ
き
た
い
で

す
」と
Ｐ
Ｒ
す
る
。

さ  

と
う 

る   

み

ピ
　
　
ク
　
　
　
　
　
ニ
　
ッ
　
ク

MAP

与論町

（右）景色を楽しみながら
食事ができるテラス席

（上中央）薬草パンケーキ
（下）長命草を使用した

メンチカツハンバーガー

男の子全員が
剣道を習っています

ブドウ・
キンカン農家の
5人兄妹！

※InstagramはMeta Platforms, Inc.の登録商標です。

　汚
れ
た
長
靴
は
、
ど
れ
ほ
ど
の
病
原

体
を
運
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
か
？

あ
る
実
験
で
は
、
納
豆
を
長
靴
で
踏

み
、
そ
の
ま
ま
歩
い
た
と
こ
ろ
、
納
豆

菌
が
３
２
０
０
歩（
約
２
・
５
㌔
㍍
）先

ま
で
検
出
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。

　牛
舎
で
も
長
靴
の
清
掃
や
消
毒
を
怠

る
と
病
原
体
は
簡
単
に
広
が
り
、
感
染

症
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
今
回

は
、
踏
込
消
毒
槽
で
効
果
的
に
消
毒
を

行
う
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　サ
ル
モ
ネ
ラ
症
や
ヨ
ー
ネ
病
な
ど
、

一
度
農
場
内
に
侵
入
す
る
と
排
除
が
難

し
い
感
染
症
も
あ
り
ま
す
。
家
畜
を
守

る
た
め
に
も
、消
毒
を
正
し
く
理
解
し
、

実
行
し
て
み
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

②
有
機
物
の
除
去

・
糞
尿
等
の
有
機
物
は
消
毒
効
果
を

著
し
く
低
下
さ
せ
る
た
め
、
消
毒

前
に
水
洗
い（
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
）す
る
。

③
消
毒
液
へ
の
浸
透
時
間

・
消
毒
液
に
15
〜
30
秒
ほ
ど
浸
す
。

足
踏
み
を
す
る
と
効
果
的
。

④
こ
ま
め
な
更
新

・
消
毒
の
効
果
は
数
日
で
低
下
す

る
た
め
、
こ
ま
め
に
更
新
す
る
。

・
槽
内
が
汚
れ
た
ら
、
す
ぐ
に
新

し
い
消
毒
液
と
交
換
す
る
。

⑤
低
温
下
で
の
濃
度

・
低
温
下
で
は
消
毒
効
果
が
落
ち

る
た
め
、
消
毒
液
の
濃
度
を
上

げ
る（
推
奨
濃
度
の
２
倍
以
内
）。

・
車
用
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ォ
ッ
シ
ャ
ー

液（
不
凍
液
）を
混
ぜ
、
凍
結
を

防
ぐ
。

※
ウ
イ
ン
ド
ウ
ォ
ッ
シ
ャ
ー
液
に
は
引
火

性
が
あ
る
た
め
、
火
気
に
は
十
分
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

消
毒
効
果
を
高
め
る
ポ
イ
ン
ト

①
適
切
な
濃
度

・
取
扱
説
明
書
に
記
載
し
て
あ
る

希
釈
倍
率
を
守
る
。

中部家畜診療センター

田中　貴大 獣医師
  た　なか　　　 たか  ひろ

水を入れた水洗槽（写真左）
で長靴の汚れを落としてか
ら踏込消毒槽に入ると、消
毒の効果が高まる

ピ ク ニ ッ ク

紺屋悠人 く ん （13）
龍生 く ん （11）
颯希 く ん （9）

翔大 く ん （7）
陽愛 ちゃん （3）

ゆう　と かけ   る

ひ　  なたつ  き

そう  ま

こん　や
薩摩川内市入来町

踏
込
消
毒
槽
を

　
　設
置
し
て
い
ま
す
か
？

500倍希釈の
消毒液の分量

消毒液のみ 水洗い→消毒液

３億個

120個

汚れた
長靴

バケツ１杯

消毒薬20㎖
ペットボトルの
キャップ３～４杯

水10ℓ

1213 NOSAI かごしま
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口
座
振
替
の
お
願
い

重 
要

読
者
か
ら
の
お
便
り

「
農
業
共
済
新
聞
」は

営
農
と
暮
ら
し
に
役
立
つ

情
報
紙
で
す

　収
入
保
険
で
は
確
定
申
告
に
お
い
て
、

保
険
金
等
の
見
積
額
を
雑
収
入
に
計
上

し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
金
等
の
受
け
取
り
が
見
込
ま
れ
る

場
合
は
、
販
売
金
額
が
わ
か
る
書
類
等
を

ご
準
備
の
上
、
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　　加
入
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
保
険
金

等
の
支
払
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

確
定
申
告
後
、
確
定
申
告
書
類
の
写
し

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
順
次
、

保
険
金
等
の
お
支
払
い
や
、
令
和
７
年

契
約
の
基
準
収
入
の
算
定
を
行
い
ま
す

の
で
、
お
早
め
の
ご
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

編
集
後
記

自
然
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

園
芸
施
設
共
済

　表
紙
紹
介
の
農
家
の
仕
事
・
苦
労
に
頭

が
下
が
り
ま
す
。
大
地
を
耕
し
、
苗
か
ら

育
て
、
自
ら
の
手
で
立
派
な
野
菜
や
果
物

を
作
り
上
げ
る
こ
と
の
偉
大
さ
を
感
じ

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　  （
鹿
児
島
市
）

　「ス
マ
ー
ト
農
業
の
は
な
し
」に
関
心
を

持
ち
ま
し
た
。
草
刈
り
ロ
ボ
ッ
ト
や
ド
ロ

ー
ン
で
の
作
業
な
ど
、
労
働
力
不
足
や
経

営
維
持
に
少
し
で
も
役
立
っ
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　    

（
指
宿
市
）

　台
風
10
号
で
農
作
物
に
被
害
を
受
け
ま

し
た
。
出
荷
の
最
盛
期
だ
っ
た
だ
け
に
気

落
ち
し
ま
し
た
。
自
然
災
害
は
ど
う
し
よ

う
も
な
い
で
す
が
、
収
入
保
険
が
あ
る
の

で
心
強
い
で
す
。
　
　
　
　  （
さ
つ
ま
町
）

　農
業
保
険
制
度
な
ど
、
勉
強
し
た
い

こ
と
が
載
っ
て
い
る
の
で
助
か
り
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画
も
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（霧
島
市
）

　「Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
」の
お
店
紹
介
は
、

行
っ
て
み
た
い
な
と
思
わ
せ
て
く
れ
ま
す
。

診
療
所
だ
よ
り
の
記
事
も
勉
強
に
な
り

ま
す
！
　
　
　
　
　
　
　
　（中
種
子
町
）

発行日…毎週水曜日 (月４回 )

購読料…年間5,520円

購読のお申し込みは NOSAI かごしま  本所  企画管理課 まで ☎ 099-255-6161

　今
号
の「
私
の
手
か
ら
」で
は
、
曽
於
市

の
田
之
上
製
茶
を
取
材
し
ま
し
た
。
数
年

前
か
ら
海
外
の
食
品
コ
ン
テ
ス
ト
へ
出
品

を
続
け
、
多
く
の
実
績
を
持
っ
て
い
ま
す
。

「
〇
〇
の
よ
う
な
」や「
余
韻
が
長
い
」な
ど

ワ
イ
ン
を
表
現
す
る
よ
う
に
評
価
さ
れ
る

の
だ
と
か
。
ま
た
、
所
属
す
る
末
吉
町
茶

業
青
年
の
会
で
は
、
毎
年
、
小
学
生
向
け

に
お
茶
の
淹
れ
方
教
室
を
開
い
て
い
る
そ

う
で
す
。
海
外
に
目
を
向
け
て
挑
戦
す
る

一
方
で
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
草
の
根

で
茶
の
魅
力
を
発
信
す
る
姿
に
田
之
上
さ

ん
の
お
茶
に
向
き
合
う
真
っ
す
ぐ
な
思
い

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
　
　 

　
　 〈
平
原
〉

　コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス（
法
令
等
遵
守
）

の
徹
底
を
図
る
た
め
、
共
済
掛
金
等

の
現
金
集
金
を
原
則
廃
止
し
、
口
座

振
替
の
利
用
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

口
座
振
替
へ
移
行
の
お
手
続
き
に
つ

い
て
は
、
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
か
ら

　
　
　
　
　お
知
ら
せ

水
道
管
が
凍
結
で
破
損
し
た
ら

す
ぐ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

建
物
共
済

　加
入
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い
て
も
、
期

限
ま
で
に
共
済
掛
金
の
納
入
が
な
い
場

合
、
共
済
関
係
が
解
除
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　加
入
し
て
い
る
建
物
に
設
置
し
て
あ
る

水
道
管
等 （
パ
ッ
キ
ン
グ
を
除
く
）が
凍

結
し
破
損
し
た
場
合
、
ま
た
は
そ
れ
に

よ
っ
て
水
濡
れ
損
害
が
発
生
し
た
場
合
に

は
共
済
金
を
お
支
払
い
し
ま
す
。
破
損

や
水
漏
れ
に
お
気
付
き
の
際
は
、
速
や

か
に
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
報
告
が
な
く
修
理
し
て
し
ま
う
と
共
済
金
が

受
け
取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　８
月
に
本
県
に
上
陸
し
猛
威
を
振
る
っ

た
台
風
10
号
の
被
害
に
対
し
、
園
芸
施
設
共

済
で
は
３
０
２
戸
６
４
８
棟
に
８
７
６
４
万

円
の
共
済
金
を
お
支
払
い
し
ま
し
た
。

（
11
月
10
日
現
在
）

　予
期
せ
ぬ
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
、
園

芸
施
設
共
済
へ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

収
入
保
険

さ
と
う
き
び
共
済

現
在
受
付
中
〜

　
　
　令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

加
入
申
込
期
間

令
和
７
年
５
月
末
日

掛
金
納
入
期
限

保
険
金
の
見
積
り
の
ご
準
備
を

税
務
申
告
書
類
の
ご
提
出
を

お
願
い
し
ま
す

青果用（４類）
　　春植え 

地域インデックス方式へ
加入する場合 

加工用（２類）
      春植え ば

れ
い
し
ょ
共
済

令
和
７
年
１
月
20
日

　〜
令
和
７
年
３
月
10
日
ま
で

令
和
７
年
３
月
末
日

加
入
申
込
期
間

掛
金
納
入
期
限

現
在
受
付
中

　〜
令
和
６
年
12
月
31
日
ま
で

令
和
７
年
1
月
末
日

加
入
申
込
期
間

掛
金
納
入
期
限

現
在
受
付
中

　〜
令
和
７
年
３
月
10
日
ま
で

令
和
７
年
３
月
末
日

加
入
申
込
期
間

掛
金
納
入
期
限

令
和
７
年
産

さ
と
う
き
び
共
済
・
ば
れ
い
し
ょ
共
済

加
入
申
し
込
み
受
付
中

畑
作
物
共
済
　

畑
作
物
共
済
　

　農
業
共
済
新
聞
は
、「
農
家
に
学
び
、
農
家
に
返
す
」

を
創
刊
以
来
の
編
集
方
針
と
し
て
発
行
し
て
い
ま
す
。

　幅
広
い
分
野
を
網
羅
し
た
紙
面
を
通
じ
て
、
農
家
の

営
農
と
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

3,520円は当組合が
負担しますので実質2,000円で

ご購読いただけます

※12月４週号は休刊となります。

2024年9月2週号より抜粋

農作物共済農作物共済information

1415 NOSAI かごしま

九州南版 毎月４週号 最終面

熊本県や宮崎県を含めた南九州３県
のさまざまな地域の営農事情を
はじめ、身近な暮らしの話題や農家
さんの取り組みを紹介します。

● 

農
業
保
険
事
業
の
説
明

● 

営
農
技
術
や
資
材
活
用

● 

暮
ら
し
、
農
産
物
流
通
な
ど

専門家や NOSAI獣医師による
技術解説のコーナーも豊富です。
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本 所   
南薩支所 
北薩支所 
中部支所
曽於支所

鹿児島市鴨池新町12-4                
南九州市川辺町平山6140             
薩摩郡さつま町轟町13-1
霧島市溝辺町有川2103 
曽於市大隅町月野2253

TEL 099-255-6161                  
TEL 0993-58-3100 
TEL 0996-21-3131
TEL 0995-59-3211
TEL 099-479-3228

肝属支所  
熊毛支所  
大島支所
南大島支所

鹿屋市田淵町1475-5
熊毛郡中種子町野間6410-8  
奄美市笠利町大字中金久162-2   
大島郡伊仙町阿三1379-1

TEL 0994-48-3180                
TEL 0997-27-2278
TEL 0997-63-2442
TEL 0997-86-2389

環境に配慮した「植物油インキ」で印刷しています。 1６

旬菜
レシピ

しゅんさい

旬 の お 気 軽 料 理

ポイント

牛乳と片栗粉を使いとろみを出すので、小麦粉やバターを使っ
て作るクリーム煮とは違い、ダマになりにくいレシピです。
ホウレンソウは、カロテンや鉄を多く含み食物繊維も柔らか
く消化も良いですが、シュウ酸（あくのもと）が多くえぐみを感
じやすいのでたっぷりのお湯で茹でて、あくを抜きましょう。

調理時間 約15分

ホウレンソウと
シーフードのミルク煮

【材料（４人分）】

【作り方】

1 フライパンにサラダ油をひき、みじん切りにした
ショウガを入れ火をつける。
弱火で炒め、香りが立ってきたら生シイタケを炒め
て火を通し、シーフードミックスを入れ全体に油が
回ったら牛乳、お湯で溶いた鶏ガラスープの素を入
れる。

2 ひと煮立ちし全体に火が通ったらホウレンソウを
入れて混ぜ、塩 (分量外) で味を調える。水溶き
片栗粉を回し入れ全体にとろみがついたら 1～2分
煮て、出来上がり。

子育て支援情報誌「クレセール」で野菜が好きに
なるレシピ「ママの晴れごはん」を掲載。

フードコーディネーター
前田  茂子

※吹きこぼれやすいので火加減に注意してください。
※薄味にしてあるのでお好みで塩や鶏ガラスープの素を加減してください。

ホウレンソウ…………… 3～4束（約 400g）
　　茹でて水にさらし軽く絞って4cm幅に切る
生シイタケ……………… 4枚
　　厚めのそぎ切りにする

シーフードミックス …… 200ｇ
　　水で洗い塩（少々）と酒を振る
　　　塩 ……………… 少々
　　　酒 ……………… 大さじ1

サラダ油………………… 大さじ1
みじん切りショウガ …… 小さじ1＋1/2 
牛乳 …………………… 600ml
鶏ガラスープの素 ……… 小さじ2
　　お湯（大さじ1）で溶いておく

＜水溶き片栗粉＞
　　片栗粉 …………… 大さじ1＋1/2
　　水 ………………… 大さじ1＋1/2
　　　 片栗粉を水で溶いておく

NOSAI かごしまでは、農業保険や
収入保険を PR するラジオ CMを
放送しています。
ぜひお聞きください。

[ 応 募 方 法 ] ハガキまたはファックス、応募フォーム
で、 ❶住所、氏名、年齢、職業 ❷電話番号 ❸愛読
者プレゼント名称 ❹広報誌「ＮＯＳＡＩかごしま」につい
てのご意見・ご感想・好きなコーナーをお書きのうえ、
ご応募ください。なお、当選者の発表は発送をもっ
てかえさせていただきます。

〒890-0064　鹿児島市鴨池新町12-4　
ＮＯＳＡＩかごしま「愛読者プレゼント」係

ハガキ

ファックス 099‐255‐6190
応募フォーム 右の２次元コードから

応募できます。

愛読者プレゼント
「深蒸し茶セット」
10名様にプレゼント。
奮ってご応募ください。

➡生産者紹介はP２をご覧ください。

※画像はイメージです

１月３１日(金）必着締め
切り

特集特集

※この応募で取得した個人情報は、厳重に管理し、抽選、
　商品発送以外の目的に使用することはありません。

※予告なく内容変更となる場合があります
　のでご了承ください。

毎週水曜日 午前11:06ごろ

ラジオCM放送中!ラジオCM
（田之上さん提供）


